
首：白色 （幼鳥は茶色）

体：黒色

成鳥幼鳥

目の周り：赤色 （幼鳥は黒っぽい色）

体：青みがかった灰色

成鳥 幼鳥

撮影：満田實　

ナベヅル、マナヅルは冬になると日本に渡って来る渡り鳥です。
かつては日本各地で越冬していましたが、
乱獲や環境悪化により減少し、現在は鹿児島県出水市の他、
非常に限られた地域でしか越冬していません。
熊本県ではこれらのツルが定期的に飛来するため、
国や自治体、市民が協力して越冬地の復元・保全活動を進めています。

とても警戒心
が強いため、
銃声に驚いて
越冬をやめて
しまいます。

お願い 10月—３月

飛来地での銃器の使用に
ご配慮ください もしも近くでツルと出会ったら…

そのまま通りすぎてください。ツルを見ようと
して車の速度を落とす、車外に出る、立ち止ま
るなどはしないでください。
犬に対して非常に警戒するので、飼い犬を放さ
ないようにしてください。

日の入１時間前～日の出１時間後は、河川
の中州や河口干潟、ため池等の浅瀬をねぐ
らとして利用しています。立入ったり車の
ヘッドライトを水辺へ向けたりしないよう
にご協力お願いします。

多くの人が集まるとツル
に影響がでるので、ツル
の詳細な生息場所の報道
やインターネットへの掲
載はご遠慮ください。

ねぐらにしている
水辺に立入る際は
ご配慮ください
（夜間）

その他

公益財団法人日本野鳥の会自然保護室 ☎ 03-5436-2633　Eメール hogo@wbsj.org問合せ先

鹿児島県出水地方で
の保護活動により個
体数は増加していま
すが、世界のナベヅ
ルの約９割、マナヅ
ルの約５割が出水に
集中しているため、
重篤な感染症が発
生した場合に、絶滅
してしまうおそれが
あります。

ナベヅル、マナヅルが
よく見られる地域

ナベヅル・マナヅル
みまもって!
ナベヅル・マナヅルナベヅル・マナヅルナベヅル・マナヅル
みまもって!みまもって!みまもって!
ナベヅル・マナヅル
みまもって!
ナベヅル・マナヅルナベヅル・マナヅルナベヅル・マナヅル
みまもって!みまもって!みまもって!

ナベヅル・マナヅルの飛来地でのお願い

公益財団法人日本野鳥の会　日本野鳥の会熊本県支部　環境省　熊本県　よこしま歴史と自然の会

ナベヅル マナヅル

横島・白浜干拓周辺
（玉名市、熊本市）

熊本新港周辺（熊本市）

一町田干拓周辺（天草市）

※これらの地域以外にもツル類が飛来する場合があります。

熊本県

いずみ

ツルを見かけたらむやみに近づかないで
ください

300ｍ以上離れる

主に水田地帯に飛来し、落ち穂や
昆虫、小型の水生生物を食べる。

約16,000 羽

約 100cm

約 6,000 羽

約 127cm

レッドリスト

推定個体数

体長

分布

絶滅危惧Ⅱ類（環境省、IUCN）

繁殖地：ロシア、中国、モンゴル
越冬地：日本、韓国、中国

ナベヅル マナヅル

越冬地での
生態


